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１.「課題意識（問題意識）」を生む導入時の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な学習を基盤とし「課題意識（問題意識）」をもちながら、解決に向けた「自分なりの

考え」を基に「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定した学習過程とその指導の在り方の工夫改善 

【視点２】 

子どもの学ぶ意欲を向上させ、自己解決力を育むためには、まず子ども一人一人に「なぜだろ

う？」、「自分もやってみたい！」、「もし、○○だったらどうだろう？」といった問題意識を高

めることが必要である。 

子どもの課題意識（問題意識）を高め、自ら考える力や解決しようとする意欲につながるために

は、単元との出会い、あるいは、１単位時間でのはじまりの部分、つまり導入時の工夫を図ること

が重要になってくる。 

○身近な素材や事象 
○体験活動やゲーム 
○必要感や切実感を生む
問題の設定  など 

 
 

○ワークシートの活用 
○ヒントカードや補助教 

材等の準備 
○レディネステスト など 
 
 

○小集団交流の位置付け 
○全体交流時のかかわり 

（発問の吟味・論点の整理 など） 
など 
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自分の生活と深

くかかわる身近

な事象 

身近な事象から単元の導入を行うことで、子どもにとっては親近感をもちな

がらその対象とかかわることができる。そのため、①「安心して学習を進める

ことができる。」②「子どもたちの間で共通イメージをもちながら学習を展開

できる。」③「論点が焦点化される。」などのよさがある。また、身近である

がゆえに新たな発見への驚きが大きかったり、「何とか解決したい」といった

切実感も生まれたりすると考える。 

体験的な活動や 

ゲーム性を取り

入れる 

五感を総動員して、対象とかかわっていく体験活動は楽しさ・意欲と共に学

習の対象に深くかかわる目を養うことができる。単元の導入で体験的な活動を

入れることにより、体験で得た知識や感覚、気付きなどを今後の学習に生かす

ことができる。また、ゲームを行うことで「困ったこと」や「新たな課題」が

発生し、解決への必要感が生まれると考える。 

ある現象（見る

こと・触るこ

と）から 

単元の導入部分や１単位時間の導入において、ある事象をじっくり観察し、

不思議な現象に触れたりすることで、子どもたちの「なぜだろう？」、「こん

なことに気づいた！」、「自分もやってみたい！」などの知的好奇心が煽ら

れ、追求意欲も高まっていくと考える。 

この表は何と何の関係を表しているで
しょうか？              
  

増えたり減

ったりして
るなぁ… 

 

何かの料

金かな？ 
一方が増えれ

ばもう一方も
増えるぞ！ 

 

 

自分の町の水
道料金の計算

方法を知りた

いな… 

 

 

実践例：中学２年数学「１次関数」の導入 
何が変わるとも

う一方がそれに
ともなって変化

するかな？ 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 

３０ ２８ ３４ ３８ 

6290 5810 7130 7870 

 

実はこれ、ある家庭の毎月の水道の使

用量と料金の関係なのです。 

こんなにも

水道代って

かかってる
んだぁ… 

 

 

１年で学習
した比例・

反比例とは

違うなぁ… 

 

 

導入時の工夫

課題意識（問題意識）を持たせる

○身近な素材や事象

○体験活動やゲーム

○必要感や切実感を生む問題設定 など

なぜだろう？

やってみたい！！

問題解決的な学習を基盤として

「自ら考える力」を高めるための３段階 

第１ステージ 

必要感・切実感などをもつような問題や課

題を設定し、「解決したい」「なぜだろう、

やってみたい」と思わせる工夫を図る。 

第２ステージ 

 自分の考えをもつ際に、前時までの学習事

項や生活経験を生かせるようにし、その経験

を多く持てるようにする。 

第３ステージ 

「小集団交流」「全体交流」を言語活動の

充実をもとに行い、次への学習意欲（広が

り、深まり）をもつようにする。 

 

第１ステージ 
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２．「自分なりの考えを持つ」ための      

教師の支援策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の意図的な

支援の大切さ 

１単位時間で確

実に学びの高まり

を実感できるよう

な学習を展開した

い。そのためには

教師の意図的な支

援の工夫や学習過

程の工夫をするこ

とが大切である。 

ワークシートの

活用 

ワークシートを活用することにより、子どもの考えるべきこと（問題や課

題）が明確になる。また、一人一人が考える時間も保障されることで全員が発

表できる機会にもつながっていくよさがある。さらに、教師側としても「だれ

が」「どんな考え」なのかを把握しやすく、その後の学習展開に生かしやす

い。 

個に応じた具体

的な支援の工夫 

全員に「わかる喜び」「解決したときの達成感」を味わわせるためには、前

時の見取りや以前の関連した単元の評価、あるいはレディネステストなどか

ら、予め子どものつまずきを予想し、具体的な支援策を講じることが大切であ

る。より適切な支援を講じるためには、１単位時間での教師のかかわりや見取

りが大切になってくる。そのほか、ネームカードを活用し、一人一人の考えを

表出させたり、視聴覚機器を用いて、視覚に訴えたりすることも大切になって

くる。 

子どもが自分なりの考えをもつためには、まずは、子どもが課題意識をもつ

ことである。そして、次の段階として、本時の学習と既習事項をつなげて考え

る（考えようとする）ことが大切である。本時と既習がつながることで、主体

的に学習でき、自ら考える力が高まるであろう。 

そのためには、単元構成の工夫に加えて、１単位時間の導入時においても、

前日までの学習事項との関連や次時以降に学習していくこととのつながりを教

師が意識して意図的に設定していくことが大切になる。例えば、本時の学習の

終末場面において、次時に学習する事項が子どものつぶやきとして表出するよ

うな学習展開にしたり、学習のふり返りで出された気付きや疑問を次時の学習

の課題に設定したりするなど、子どもの思考が連続するような学習をすすめて

いきたい。「既習事項を活用することで解決できる」といった経験を数多く積

むことで、子どもにとっては既習事項の大切さを実感することができるととも

に、ノートや教科書で前日までの学習を振り返る習慣が身に付いたり、既習事

項は活かせないだろうかと考えながら解決に向かったりするなど、主体的な姿

勢とともに学び方そのものが身に付くであろうと考える。 

また、本単元を学習するに当たって「関連する既習事項は何か？」、そし

て、「既習事項がどれ位身に付いているのか？」を把握しておくことで、単元

の学習の重点を意識して指導したり、個別の支援の手立てが明確になったりす

ることで、より多くの子どもに達成感や成就感を味わわせることができ、学ぶ

意欲も向上させることができるのではないかと考える。 

  

自分なりの考え

を持つために 

自分なりの考えを持つ

教師の意図的
な支援

○前日までの学習事項との関連

○次時以降に学習することとのつながり

○既習事項を活用することで解決できる

という経験を数多く積ませる

既習事項を活かしながら
解決に向かう子

学び方そのものを
身につける子

第２ステージ 
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 ○指導案に書いた板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際の授業の板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書の工夫 子どもの１時間の学びを共感的、意欲的にさせるために板書の工夫を図るこ

とも必要である。学びの過程や重要事項が整理するために、授業者が予め板書

計画を立てておくことが重要である。また、構造的な板書を心がけることによ

り、全体交流などの話し合い活動にも活用することができる。 

２
月
５
日
（
月
） 

日
直 

○
○ 

○
○ 

 
２つの囲いの広さを比べよう 

課 題 

   

 
 

 

≪予想≫ 

≪方法≫ 

切って重

ねる 

マスを書

き入れる 

おはじき

を並べる 

たてと横

をかける 

見た目で

納得でき

る。 

数で違いを表すことができるので

違いが伝わりやすい。 

計算でで

きるので

簡単。 

切れない

ものもあ

る。 

手間がかかる 隙間がで

きてしま

う。 

広さを表

している

のかな？ 

 
いろいろな方法で広さの違いを比べることができた 

まとめ 広さを比べた時に数字で表すと

違いが分かりやすい 

≪結果≫ Ａの方が広い→周りの長さが同じでも

広さはちがう。 
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３．「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間と共に学ぶ

ことの大切さ 

一人一人の自力解決の段階では、考えに自信がもてなかったり、多様な方法

には気がつかなかったりすることも予想されるが、教師の意図的・計画的なか

かわりのもとに、全体で交流し合うことでより考え方に深まりや広がりを生む

ことができ、「みんなで学ぶよさ」を実感できるのではないだろうか。みんな

で学ぶよさを実感することがみんなで生活することのよさへとなり、よりよく

生きる力へと発展することが期待できる。 

小集団交流の場

の設定 

子どもたち自らが必要な情報の受発信を通して、自分や友達の考えを比較検

討したり、結果を吟味したり、一般化の方向でまとめたりしながら、自らの考

えを深めたり、修正したり、新たな問いが生まれるような活動を展開するため

に、小集団交流の場を意図的に設定する。 

教師は授業の中で、子どもの思考や解決を見取り、意図的に交流に向かわせ

る支援を行うことで、素朴な疑問が解決されたり、考え方が整理されたり、新

たな解決への視点が生まれたりするなど、ある一定の解決を子どもに委ねるこ

とができる。 

小集団交流のよ

さ 

○全体で発表する自信がない子どもも自分の考えを主張する機会ができる。 

○同じような解決方法に触れ、自信を深めることができる。 

○解決途中の自分の行き詰まりを解消する情報を手に入れることで、解決とい

う成就感を得ることができる。 

小集団交流時の

留意点 

○常に気の合う友達との交流に終始してしまい、自分の考えを広げきれないこ

とがないようにする 

○単なる教え合いや発表のし合いにならないようにする。 

○交流の場に教師が積極的に入っていき、交流の様子を把握するようにする。 

○自力解決ができていない子どもに、ヒントになるような考えの子との交流を

促すようにする。 

 

実践例：６年算数「単位量あたりの大きさ」での小集団交流の位置づけ 

往復の平均の速さは、どうすれば求められる？ 

〔自力解決〕 
①行きと帰りの道のりは同じ。だから時速を足して２で割る。 

平均は（９０＋３０）÷２＝６０ 答え 時速６０km 

②往復の道のりと時間を出し、速さの公式を活用する。 

往復でかかった時間は ２＋６＝８  

往復の道のりは１８０×２＝３６０ 

平均の速さは、３６０÷８＝４５km   答え 時速４５km 

③行きと帰りの速さを足して、時間で割る。 

（９０＋３０）÷８＝１５               答え 時速１５km 

〔小集団交流〕 
・①派…平均だから足して割るでまちがいないと思うんだけど、②の考え

も間違ってないような… 

・②派…時速６０㎞だと往復の道のりが合わないよ。 

〔全体交流〕 
・道のりの公式を使うと、①の考えは往復の道のりが４８０㎞になってし

まう。 
・往復の平均を出すには、速さをたして考えてはいけないということだ。 

平均の求め方「足して割る」の考えを
活用して、考えを終えた子へは、まち
がいであることには気づかせずに、他
の方法へと向かわせる。 

（②の方法へ） 

多様な考えが出ない場合はＴ２か
ら、考えを出してもらう。 

指名し、①と②の式を板書してもら
う。その後、全員に自分の考えである
方にネームプレートをはってもらう。 

①の考えが違うことについては、交流
の中で気づかせていくようにする。 

既習を生かして根拠を述べながら説
明するようにする。 

ねらいを明確に
した小集団交流
の位置づけ 

主な学習活動                     教師のかかわり 
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全体交流時の教

師のかかわり 

一人一人が自分なりに解決した段階から、それぞれが情報を受発信して友だ

ちと比較検討し、よりよい見方や考え方へ高めていく。しかし、子どもたちだ

けに委ねてしまう活動で終わってしまうのでは、一人一人が十分な納得を得ら

れなかったり、検討を進めているうちに新たな疑問に突き当たったりし、より

よい解決へ向かう途上の状態になることもあるはずである。 

そこで、より多くの子どもと教師によって力を集結しながら練り合うこと

で、よりよい解決へ高めることを目指した全体交流の場を設定する必要があ

る。多くの友達と練り合うことで内容的に一歩、一段深まった実感の伴う解決

を経験することが真の意味での“仲間と共に学ぶよさ”の意識を育てることに

なると考える。 

そのために、教師のかかわりとして以下のような手立てが考えられる。 

ゆさぶりの発問 自分たちが考えたことや方法が「本当に正しいのか？」、あるいは、「どん

な時にも当てはまるのか？」などを子ども一人一人に問いかけ、確かな学び、

深まりのある学びにするために、ゆさぶりの発問を事前に準備しておく。 

比較検討の場を

設ける 

それぞれの考えや方法を比較検討する場を設けることで、共通点を見出した

り、相違点を明確にしたりすることができる。その結果、見えないものが見え

てきたり、課題がはっきりしたり、一般化が図られるようになる。 

「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定する

教師の意図的・計画的なかかわりのもとに、全体で交流し合うこ
とでより考え方に深まりや広がりを生む

小集団交流 全体交流

・自分や友達の考えを比較検討
・結果の吟味、一般化
・考えの修正、深化、新たな問い

自分の考えを
主張する子

自信を
深める子

行き詰まりを
解消する子

○自分の考えが広げられる交流
○単なる教え合いや発表のし合いにならない
○教師が積極的に入り、交流の様子を把握
○自力解決ができていない子どもへ、意図的

な交流を促す

・教師と多くの子との練り合い
・よりよい解決へ高める

思考を広げ
られる子

解決のよさを
実感できる子

共感し学び
合える子

・焦点化された課題を設定し、
子どもが話し合う内容を考えておく

・子どもの思考をゆさぶる発問
・子どもが比較検討する場を設ける
・子どもの納得を生む資料提示の工夫

第３ステージ 

 



学 習 生 徒 の 学 習 活 動 ◎ 教 師 の は た ら き か け ☆ 評 価 ○ ・ 留 意 事 項 ●
課 程 思 考 の 流 れ

◎前時の学習内容を振り返る ☆学習課題のために、それまで ○積極的に発言しているか。
学 の学習内容にふれる。 行動観察【関】
習 ◎方位や太陽の1日の動きを確認す ☆事前の確認として、方位を復
課 る。また、星の動きも同じであ 習する。
題 ることを確認する。 ☆それぞれの空でどのように動
の ◎東の空、西の空、南の空の太陽 くか、確認させる
把 星の動きを書く。
握

●空間把握が難しい生 徒が
１ ５ 学習課題 多いので、少し時 間をか

分 日本の北の空では、星はどのような動きをするのか ける。
●天球をイメージさせ、北の

空もあることを強 調する。

◎北の空の動きを予想する。 ☆根拠を持たせた予想をさせる。 ●間違ってもいいので、根
・縦に動く ・横に動く 拠をしっかり述べさせる
・斜めに動く ☆予想された動きについての根 よ う にする。
・まわる 【個人】 拠から、自分の考えを持たせる。

◎どのようにして、北の空の星が ☆予想された内容を絞り込むた
まわるか、説明を考えながら話 めに小集団活動を促す。
し合う。

【小集団交流】
・地球儀を使って。
・傘を使って ☆話し合うポイントを明確にする。

課 ・画用紙を使って
・天球を使って ☆モデルを用いるときの自分の

題 位置や使い方を確認する。
○モデルを使って的確 に調

☆北の空の星の動き方の特徴、 べているか。行動観察【実】
解 規則性について発見したこと ●モデルの使い方や自分い

◎小集団交流によりかためた考え をワークシートに書くように る視点を明確にさせる。
決 を発表する。 指示する。

【全体交流の設定】 ○北の空の動き方を説 明で
２ ５ ☆発表の環境を整える。 きるか。行動観察、 ワー

北の空の天体は
分 反時計回りに動く。 ☆生徒一人ひとりがわかる喜び

なぜなら を得られるように体験させる。
・傘モデルで東の星が登る回し
方をすると北の星が反時計回り ☆よい疑問があれば、紹介する。
にまわるから
・傘モデルで西の星が沈む回し ☆モデルを用いながら、確認する。
方をすると北の星が反時計回り
にまわるから クシート【科】
・見かけの動きは、自転と反対 ☆新たな疑問が発生しても、日
回りだから、地球儀を使うと反 本付近の日周運動をまとめて
時計回りになる から、次の疑問へ

●生徒の考えを肯定的にと
◎北の空の動きを確認し、ワーク らえさせるような雰囲気

シートに記入する。 作りを行う。
☆北の空の動きをしっかりと理

・北の空では、反時計回りに動く。 解させる。
・北の空では、動かない星がある。

どうして？
☆北極星の話にふれる。

●根拠と共に理解させるよ
うにする。

◎星の１日の動きを東西南北の空 ☆天体の日周運動をまとめ、説 ●時間があれば、日本以外
ま でどのように動くか、まとめる。 明する。教科書で確認する。 の視点である赤道 や北極
と 点での星の動き について
め ◎自己評価 ☆新たな疑問が出れば対応する。 も考えさせる。

１ ０ ☆生徒の感想、疑問を次の時間
分 に活かす。【問いの連続性】

前 時 を 思 い 出 さ せ る

よ う に ヒ ン ト と な る

言 葉 を 出 し 支 援 す る 。

小 集 団 交 流 を 活 か し 、

他 の 助 け を 得 ら れ る

よ う に 支 援 す る 。

周 り の 意 見 を し っ か

り 記 入 で き る よ う に

支 援 す る 。

◎自分の考えをもつ
既 習 事 項 と 関 連 さ せ な が ら 予 想 さ せ 、 自 分

なりの考えを持つ。考えの途中だった生徒や根

拠 に 自 信 の な い 生 徒 の た め に も 、 小 集 団 活 動
を 行 い 、 北 の 空 の 星 の 動 き を 太 陽 の 動 き
や 地 球 の 動 き か ら 説 明 す る こ と が で き る 。

◎仲間と共に学ぶ場の設定
小 集 団 を 行 う 際 に 自 分 と 同 じ 考 え や 友 達 の

話を聞いてみたいという所に集まれるように、
意図的に交流の場を設定する。

全体交流では、自分の考えや友だちの考えに
ついて根拠をもとに話合いを行う。その結果考
えが一般化され、新しい知識となる。

◎習課題意識をもたせる
方 位 、 太 陽 ・ 星 （ 北 以 外） の星の動きを確認

し、太陽では考えることのできなかった北の星

の動きに課題意識を持たせる。
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